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インフルエンザ定点（小児科定点を含む） 

インフルエンザ：       報告数６２２件（前月比 ０．４、前年同月比 １７．３）と、１月をピークに毎月減少がみら

れています。前年同月が３６件と少なかったため前年度との比較ではまだ件数が多い

ですが前月と比べて大幅に減少しています。 

 

小児科定点 

（全体傾向）      報告数３，６０２件（前月比 ０．６、 前年同月比 １．１）と前月から大幅に減少しています。

インフルエンザ（前月比 ０．４）と感染性腸炎（前月比 ０．５）の減少によるものです。

一方、手足口病（前月比 ２．４）とヘルパンギーナ（前月比１．３）が夏季に向かい例年

どおりの増加傾向がみられます。 

（疾患別傾向） 

１．ＲＳウイルス感染症：報告件数１０件（前月比 ０．４, 前年同月比 １０．０）で、昨年１２月をピーク

に今年に入り連続的に減少しており、例年並みの推移を示しています。 

 

２．咽頭結膜熱：         報告数５８件（前月比 ０．８、 前年同月比 １．３）で、昨年１２月をピークに全体として減

少傾向が続いています。 

 

３．Ａ群溶連菌咽頭炎：    報告数２２７件（前月比 １．１、 前年同月比 １．４）で、３月をピークに４月は減少しまし

たが、５月は再び微増に転じました。 

 

４．感染性胃腸炎：       報告数１，３０９件（前月比 ０．５、 前年同月比 ０．９）と、今年は３月をピークに４月、５

月は大幅に減少しています。その中では山鹿地区からの報告が多いようです。 

 

５．水  痘：            報告数４９２件（前月比 ０．９、 前年同月比 １．１）で、３月をピークに４月、５月と少し

ずつ減少しています。その中では人吉、宇城地区からの報告が多いようです。 

 

６．手足口病：          報告数１２０件（前月比 ２．４、 前年同月比 ０．５）で、夏季に向かって４月から徐々に

増加傾向がみられます。これから急増するものと予想されます。天草地区からの報告

が多いようです。 

 

７．伝染性紅斑：     報告数６３件（前月比 ０．７、 前年同月比 １．０）と、昨年から例年より多い

件数で推移していましたが、３月をピークに４月、５月は減少しています。 

 

８．突発性発しん：         報告数１７６件（前月比 １．１、 前年同月比 １．３）と、夏季に向かい微増傾向を認め

ますが例年並みの推移と考えられます。 

 

９．百 日 咳：            報告数０件（前月比 －, 前年同月比 －）でした。 

 

１０． ヘルパンギーナ：     報告数７７件（前月比 １．３、 前年同月比 ０．３）で、４月からわずかに増加傾向を認

めます。これから夏季に向かい急速に増加していくと予想されます。天草、水俣地区

からの報告が目立ちました。 

 

１１．流行性耳下腺炎：      報告数２８５件（前月比 ０．８、 前年同月比 １．４）で、全体としては例年より多い件

数で推移していますが、３月をピークに４月、５月は減少しています。 

 

 

 



眼科定点 

１．急性出血性結膜炎： 報告はありません。 

 

２．流行性角結膜炎：  報告数３７件（前月比０．７、前年同月０．８）と減少しています。 

               地区別では熊本３３件、有明２件、天草２件の報告です。 

               年齢別では１５～２９歳で３２％、４０～５９歳で４１％と２峰性を示しており、

その他の年齢ではわずかな発症となっています。 

 

 

ＳＴＤ定点 

１．性器クラミジア感染症：報告数 ３６件（前月比 ０．６、前年比 １．１）でした。前月比では著明に減少していました

が、前年比では僅かに増加しています。男女別は、女性が２８件と圧倒的に多く見られてい

ます。年齢別は、女性は１５～３４歳に２４件と多く、男性では２０～３４歳に７件と多く見られ

ています。地区別は、熊本が２４件と圧倒的に多く、次いで御船６件、宇城３件、八代２件、

有明に１件でした。 

 

２．性器ヘルペスウイルス感染症： 

報告数 １９件（前月比 １．０、前年比 １．０）でした。前月比、前年比とも同数でした。男女

別は、女性が１３件と多く見られました。年齢別は、女性で１５～７０歳、男性でも２０～６４

歳と幅広く見られています。地区別は、熊本が１１件と多く、次いで八代５件、御船２件、宇

城１件でした。 

 

３．尖圭コンジローマ：  報告数は ５件（前月比 ０．７、前年比 ０．７）でした。前月比、前年比とも減少しています。

男女別は、男性に３件と多く見られています。年齢別は、男性で３０～３４歳に２件、４０～４

４歳に１件、女性では１５～１９歳、２５～２９歳に各１件見られました。地区別は、宇城２件、

熊本、御船、八代に各１件でした。 

 

４．淋菌感染症：       報告数は ６件（前月比 ０．４、前年比 ０．８）でした。前月比、前年比とも減少しています。

男女別は、男性に４件と多く見られています。年齢別は、男性は２５～３９歳に、女性では１

５～１９歳、３５～３９歳に各１件見られています。地区別は、熊本５件、次いで有明１件でし

た。 

 

基幹定点 

（月報分） 
１．メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症：  

報告数４９件（前月比 ０．８、前年同月比 ０．７）でした。３５件（７１％）が７

０歳以上でした。 

 
２． ペニシリン耐性肺炎球菌感染症：  
          報告数８件（前月比 ０．８、前年同月比 ４．０）でした。場所は熊本市保健所が６

件で前月より１件減っていました。年齢は０歳が２件、１～４歳が１件、６５～６９歳

が１件、７０歳以上が４件でした。 
 
３．薬剤耐性緑膿菌感染症：  

報告はありませんでした。 
 
４．多剤耐性アシネトバクター感染症： 

報告はありませんでした。 



（週報分） 
１．細菌性髄膜炎： 報告数０件（前月より －１、前年同月より －２）でした。 
 
２、無菌性髄膜炎： 報告数０件（前月より －１、前年同月より －１）でした。 
 
３、マイコプラズマ肺炎：  

報告数３件（前月比 ０．７５、前年同月比 ０．６）でした。場所は熊本市保健所が

３件でした。年齢は５－９歳が２件、５５－５９歳が１件でした。 
 
４．クラミジア肺炎：報告数０件（前月より －１、前年同月比 増減なし）でした。 

 

 

 

 

届け出対象感染症 

１類感染症：          報告はありませんでした。  

２類感染症：          結核： ２９件  

３類感染症：            腸管出血性大腸菌感染症：１１件 
（Ｏ１５７： ７件、Ｏ１０３： ３件、Ｏ９１：１件）  

４類感染症：          レジオネラ症：１件 

５類感染症（全数把握）：     梅毒：１件 

 


